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アルプスアルパイン、キユーソー流通システム、損保ジャパンの 3 社が 

食品物流におけるパレット流出の課題解決に向けた共創を開始 

 
 

アルプスアルパイン株式会社（代表取締役社長:栗山 年弘、本社:東京都大田区、以下「アルプスアル

パイン」）は、株式会社キユーソー流通システム（代表取締役社長 西尾 秀明、本社：東京都調布市、

以下「キユーソー流通システム」）および損害保険ジャパン株式会社（代表取締役社長：西澤 敬二、本

社：東京都新宿区、以下「損保ジャパン」）と、物流におけるパレット流出の課題解決に向けた共創を

２０２０年１２月から開始しました。 

 

◆        ◆        ◆ 

 

１．背景・目的 

物流において利用される物流パレット（以下、「パレット」）は、商品を載せて運送を行うため

の物流機器で、フォークリフト等を用いた仕分け作業に使われており、物流の効率化にかかせな

い存在となっています。国内におけるパレットの流通数は、年間数億枚と想定されていますが、

荷役・輸送・保管の業務効率化や働き手不足の解消に役立つ一方で、利用会社の管理から外れて

しまう流出と呼ばれる状態が物流・倉庫・製造業等のパレットを利用する幅広い業界において共

通課題となっています。 

今回の取り組みは、パレットを利用する個々の企業が抱える課題解決だけでなく、物流業界全

体の業務効率化に貢献できるものと考え、今般、業界を横断して物流における当該課題の解決に

取り組むこととなりました。 

 

２．取り組みの概要 

アルプスアルパインの物流資材を遠隔管理するＩｏＴデバイス「物流トラッカー※1」を、キユ

ーソー流通システムが運用するパレット約２００枚に装着し、実証実験を行います。 

「物流トラッカー」から得られる、パレットの位置情報や移動履歴など稼働状況のデータを収

集することで、想定していた利用ルートや保管場所と異なる場所にある流出したと推定されるパ

レットを特定し、利用履歴や流出原因の把握・分析を行うなど、実験で得られるデータをもと

に、パレット利用にかかわる課題の解決を目指します。 

 

＜イメージ＞ 



 
※1 １０年以上稼働可能かつ屋内外シームレスな位置情報の管理を実現可能にした位置情報検知機能付きのＩｏＴデバ

イスです。輸送効率化や資材流出の低減、新規資材購入費用の抑制効果などが認められ、欧州大手物流会社をはじ

めとする多くの海外企業に採用されており、既に約２５万台以上の販売実績をあげている製品です。 

 

 

＜実証実験の期間＞ 

 ２０２０年１２月から６か月間を予定 

（物流トラッカー）           （物流パレット） 

 

 

 

 

 

 

 

３．今後について 

 アルプスアルパインは今回の共創において、これまで採用実績の無かった食品物流用のパレット

に物流トラッカーを搭載します。同パレットの一般的なサイズは 1100×1100×144mmと、これま

で採用実績のあるパレットの中では比較的サイズが小さく、何枚も積み重ねられて運搬されます。

今回は独自の取り付け方式を採用することで、製品サイズや形状はそのままに、食品物流用パレッ

トの限られたスペースへの搭載を実現しました。 

この共創をとおして、食品物流における物流トラッカーの実運用に向けた課題やその解決策を探

ることで同市場への拡販につなげます。また、それらノウハウを生かして更なる市場展開を図り、

企業の輸送効率向上、ひいては効率的な配送による運送エネルギー削減につなげ、森林資源や石油

等の化石燃料の消費削減への貢献を目指します。 



 

以上 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社キユーソー流通システム 

経営推進本部 総務部 田澤 光央（TEL：042-441-0711） 

 

損害保険ジャパン株式会社 

企業営業第七部 第三課 岩澤 裕美（TEL：03-3231-3184） 

広報部 広報グループ 菅原 政広（TEL：03-3349-3722） 

 

アルプスアルパイン株式会社  

サスティナビリティ推進室 広報・IR 課 五石 裕朗（TEL：03-5499-8001）  

 


